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２０１９年度 事業報告 

 

 

はじめに 

 

２０１９年度は前年度（２０１８年度）に引き続き事業収支の黒字化を実現し、安定した事業を継続す

ることが出来た。 

・ 全事業の経常収益は２３７，９７３，７５５円で、前年度の１９９，６４４，７２２円に対し１１９．６５％で

あった。 

 

・ 経常費用は２２４，６４８，００４円で、前年度の１９５，６８９，０４２円に対し１１４．８０％であった。 

 

・ 当期経常増減額は１３，３２５，７５１円で、前年度の３，９５５，６８０円に対し３３６．８８％であった。 

 

 

 

 

 

１．遠隔画像診断支援事業 

・ 遠隔画像診断支援事業の経常収益は２１７，２７１，９１２円、経常費用は１９１，２１８，５６０円、当

期経常増減額は２６，０５３，３５２円（対前年比１２５．５５％）であった。 

 

・ ２０１９年度読影総件数は８２，９８１件で前年総件数７１，１２８件に較べ１１，８５３件増、月間平均

読影件数は６，９１５件であった。 

  このうち、ネットホスピタルへの総依頼件数は２０，３６１件（月平均１，６９７件）であった（資料０１

参照）。 

 

・ ２０１９年度の支援医療機関数は４２施設であった。 

 

・ ２０１９年度の読影医数（ネットホスピタルを除く）は４０名（対前年度比増減無し）であった。ネット

ホスピタルの MIL担当読影者数は１５名であった。 

 

・ 読影支援の安定的な継続を実現できた。 

 

・ 全読影件数（８２，９８１件）に対するレベル２（１１件）の割合は０．０１３％であった。２０１８年度は

７１，１２８件に対し２８件（０．０３９％）。全質問数（８０件）に対するレベル２の割合は１１件（１３．

８％）で、前年度の全質問数（１１８件）に対するレベル２の割合２８件（２３．７％）に較べレポート

の質の向上がみられた（資料０２参照）。 

 

・ レポート返送に掛かる時間は２０１８年度と同様の約２日間を継続できた。 

 

・ ２０１９年度についても前年同様に安定的な読影依頼を受諾するため宮坂理事長が契約医療

機関２２施設を訪問し連携強化を計った（資料０３参照）。 

 

・ 読影システムの老朽化に伴い読影用 PC とモニター4台を新規導入した。 

 

 

 



 

 

２．遠隔放射線治療支援事業 

・ 遠隔放射線治療支援事業の経常収益は１２．８０６，７９９円、経常費用は９，７４４，１６４円、当期

経常増減額は３，０６２，６３５円（対前年比１２０．２６％）であった。 

 

・ ２０１９年度治療支援総件数は１，８２０で前年総件数１，６１１件に較べ２０９件増、月間平均治療

支援件数は１５２件であった。（資料０４参照） 

 

・ ２０１９年度の支援医療機関数は６施設であった。 

 

・ ２０１９年度の治療支援医師数は、前年度同様１３名体制で治療支援業務の持続的安定基盤を

維持することができた。 

 

・ 放射線治療支援の安定的な継続を実現できた。 

 

 

 

 

 

３．医学研究・医学教育支援事業 

・ 医学研究・医学教育支援事業の経常収益は０円、経常費用は５５１，４３８円、当期経常増減額

は▲５５１，４３８円（対前年比６８．２０％）であった。 

 

・ 医師、学生向け研究会を１１回開催した。総出席人数は３１７名であった。（資料０５） 

 

・ 医療機関向けの講演会、ミニカンファレンスは開催しなかった。 

 

・ 放射線に関わるセミナーの共催、市民向け画像診断、放射線治療に係わる公開講座、放射線

技師会が開催する教育講座等の共催については時間的な余裕が無く開催しなかった。 

 

 

 

 

 

４．共同研究型医療用システム及び医療材料・医療器材の研究開発事業 

・ 共同研究型医療用システム及び医療材料・医療器材の研究開発事業の経常収益は０円、経常

費用は０円、当期経常増減額は０円であった。 

 

・ 枚数課金の自動化システムを開発導入した。 

 

・ MIP処理速度（画像表示、読影配分、課金枚数チェック等）の改善をおこなった。 

 

・ 前年度持ち越しとなったＭＩＰレポート画面下段に「レポート内容相談」というボタンを設ける件に

ついてはキヤノン側の開発予定がつかずＳＮＳの利用を検討することになった。 

 

 

 



 

 

５．寄付事業 

・ 北海道大学大学院医学研究院画像診断学教室に４００万円の寄付をおこなった。 

 

・ 北海道大学大学院医学研究院放射線治療学教室に１００万円の寄付をおこなった。 

 

 

 

 

６．その他 

・ 管理部門の経常収益は７，８９５，０４４円、経常費用は２３，１３３，８４２円、当期経常増減額は▲

１５，２３８，７９８円（対前年比８２．０７％）であった。 

 

・ ２０１９年度の新規正会員入会数は１２名、正会員退会数は１名で現在正会員数４９名、賛助会

員は２６名であった。 

 

・ ホームページの SSL化をおこなった。 

 

・ 読影サポート用サーバと事務用サーバの入れ替えをおこなった。 

 

以上 

 


